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韓国北東部太白地域の先カンブリア紀花崗岩の地球化学
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韓国&#63915;南&#63955;塊の北東部に分布する濃距里，&#20839;德里花崗岩は始生代初期と中期の間のものと

して知られている．そしてこの二つの花崗岩類の間には巨晶質花崗岩が分布する． この花崗岩類は韓国北東部の

江原道の太白地域の先カンブリア紀の變成堆積物を貫入している．この論文の目的は主成分，希土類元素，Nd，Sr

同位体を用いてこの花崗岩たちの成因的關係を明らかにすることである．&#30799;究結果によると韓国の北東部に

分布している濃距里，&#20839;德里花崗岩と巨晶質花崗岩はほぼ同時に形成され，起源物質も關連があることを示

めすのものである．

韓国&#63915;南&#63955;塊の北東部に分布する濃距里，&#20839;德里花崗岩は始生代初期と中期の間のものと

知られている． この花崗岩類は韓国北東部江原道太白地域の先カンブリア紀變成堆積物を貫入している．この論

文の目的は主成分，希土類元素，Nd，Sr 同位体を用いて，この 2 つの花崗岩と周邊の巨晶質花崗岩の成因的關係

を明らかにすることである．

まず鑛物組成をみると，濃距里と&#20839;德里花崗岩の組成は似ている．&#21373;ち，主構成鑛物は石英，斜

長石，正長石，黑雲母，白雲母等であり，副構成鑛物として電氣石，zircon，&#63982;灰石，&#63805;泥石，方解

石等がある．&#63864;花崗岩の SiO2 含量は 72 パ－セント以上であり，K2O 含量も 4.5 パ－セント以上である．

一方，濃距里花崗岩の希土類元素の含量についてみると，&#20839;德里花崗岩より比らべて全般的に多いので

ある．そして，巨晶質花崗岩は&#63864;者より低い希土類元素含量をみせている．コンドライト隕石によって規格

した希土類元素パタ－ンをみると，濃距里と&#20839;德里花崗岩は大きな Eu の負(-)の異常をもちいながら經希土

類が enrich している．しかし，巨晶質花崗岩の希土類元素存在度は 3 つのタイプに分けられる．&#21373;

ち,1)flatten している REE パタ－ンと大きい Eu 異常をもっているものと，2)小さいEu の負(-)の異常を持ちなが

ら經希土類が deplete しているもの，3)Eu の正(+)の異常をもちいながら經希土類がenrich しでいるもの，3 つで

ある．特に，巨晶質花崗岩の希土類元素パタ－ンは流體と岩石の間の反應結果と見られる"tetrad effect"の現

&#29376;をみせている．このような希土類元素パタ－ンは，この巨晶質花崗岩が周邊の花崗岩から分化されて來た

ことを示めしている．

同位体組成をみると,143Nd/144Nd 値は濃距里と&#20839;德里花崗岩の場合 0.51168 から 0.51198 の範圍で分布

する．しかし，巨晶質花崗岩の143Nd/144Nd 値は 0.51119 から 0.51272 の比較的廣い分布をみせる．Nd モデル年

代をみると，濃距里花崗岩の場合 1 つ(4.95Ga)を拔くと 2.82Ga から 2.97Ga，&#20839;德里花崗岩は 2.90Ga から

3.52Ga として，&#20839;德里花崗岩の Nd モデル年代が多少古い年代をみせるのである．そして，87Sr/86Sr 値を

みると濃距里花崗岩は 1.04805 から 1.12039， &#20839;德里花崗岩は 0.93573 から 01.10140 で&#20839;德里花崗

岩の 87Sr/86Sr 値がすこし小さいのである． 巨晶質花崗岩は 1.11222 から 1.74575 で，濃距里と&#20839;德里花

崗岩に比べて比較的廣い分布と高い 87Sr/86Sr 値をもっている．そして濃距里と&#20839;德里花崗岩の Rb-Sr，

Sm-Nd 同位体系を各各に分析すると濃距里花崗岩は 1.85±0.28Ga(2σ)，&#20839;德里花崗岩は 1.86±0.16Ga(2σ)

の Sm-Nd 全岩年代が得られる．また，Rb-Sr 同位体系をみると&#20839;德里花崗岩では 1.73Ga±0.32(2σ)の全岩

年代が得られるが，濃距里花崗岩からは全岩年代が得られない．この花崗岩類について全岩の Rb-Sr，Sm-Nd 同位

體系の分析を行なうと，1 つのアイソクロン上にのるのである．&#21373;ち，1.83±0.24Ga(2σ)の Sm-Nd 全岩年代

と 1.81±0.12Ga(2σ)の Rb-Sr 全岩年代が得られる．その Nd 初期値と Sr 初期値は各　0.50989±0.00107，
0.7117±0.0397 である． この年代は各各の花崗岩に關する年代とほぼ一致している．

結論的に，鑛物組成，主成分組成，希土類元素存在度， 同位体組成からみると韓国の北東部に分布している濃

距里と&#20839;德里花崗岩と巨晶質花崗岩はほぼ同時に形成され，起源物質も關連があることが明らかになった．


